
白　虎　型

■白虎型(びゃっこ　がた)　★「白虎型」は、短気とスピードが特徴の星
「白虎型」の人には、たいへん行動力があって、折り目正しい人が多い。竹を割ったような一本木な性格
はスポーツマンによくあるタイプで、さわやかな方が多い。
それに、意地もあるし、度胸もありますから、世の中の逆境にもたいへん強いものをもっています。
ただ、気性の激しさが良いほうに出ているときは問題がないのですが、悪く出ると、すぐカッとなるよう
な気の短いところがありますから、「人とのいさかい」も多くなりがちです。
しかし、前にも申しましたように、爽やかな性分がいつまでもウジウジしたり、根に持つようなことを
しないたいぷです。それに潔癖な性分も強いので好き嫌いが、ハッキリしていますし、ものごと何につけ
ても白黒をはっきり区別しなければ気がおさまりません。中途半端なことが性に合わないのです。

算命学では、「白虎型」の人を別名「動乱型」と云います。動乱型の人は、世の中が平和ですと意気があ
りませんが、ひとたび世の中が動乱状態になりますと、たちまち頭角をあらわします。
そのときのパワーは相当に強いのですが、エネルギーが小さいので持続性に欠けるきらいがあります。
ガムシャラに走っては休み、また走っては休むといったスタイルですから、大軍団の総帥には (資質的に)
難しいものがあります。( 補佐役・参謀、に徹したらすばらしい力量がだせます。)
「白虎型」の人には、目的達成のためならば手段を選ばずというような面がありますし、理屈も思想も必
要とはしません。ただ、行動(実行)して出来上がったものや、結果でしかその価値を判断しないのです。
途中の経過でも同様で、途中のプロセスや行動の在り方ではことの是非をといません。

仕事でも、仕事振りにでも、まっ正面から取り組んで、努力を惜しまず、完全完璧を望む(ベストをつく
す)人ですから、一緒に仕事をする人達にも、自分と同じ様な考え方で行動してくれる事を望み、接して
いきますので、それが理解出来ない人達からすれば、冷たい人と見られやすくなります。

■あなたの本能のエネルギー配分は、攻撃本能の指数が一番高い数値でした。攻撃とは前進力であり、
　攻撃がない所には発展もあり得ないのです。算命学ではエネルギーの質の配分を計算して、最も高い数字
　がでた本能にその人が属するものとして、次のような名称をあたえています。

　　　★防衛本能……青龍型　　★伝達本能……朱雀型　　★攻撃本能……白虎型　

　　　★魅力本能……とう蛇型　★習得本能……玄武型

　タイプの名称はすべて架空の動物(方位を司る聖獣)の名称です。
　白虎は西方を司る神獣で、西方を積極的に自分を守る、攻撃(前進力)・行動の場所としました。
　また、人間が身につけるべきものとした「五徳」では「義徳」にあたります。

●エネルギー指数の計算をした結果、右表のような結果になり
　「攻撃本能」が最も高い数字で、第一位になりました。
　ですから、あなたは「白虎型」に属します。

　エネルギーの配分は数字で表現されていますが、平均指数は
　4点です。
　指数の最高点は24点ですが、これは稀なことです。ところが
　もっと稀なことに1点という方もいらしゃいます。
　エネルギー指数が1点と算出された方は、時として最高点の 5
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　24点を遥かに上回る非常に強いエネルギーが出せる方なのです。しかし、その強いエネルギーには
　持続性がありません。普段はその本能のエネルギーの放出量は低いけれど、必要に迫られるとなると
　瞬間的にとか、非常に短い時間強いエネルギーが出せる方なのです。
　何れに致しましても、算命学ではエネルギーの指数は、高低何れにも片寄らず、程良いバランスがとれて
　いる形を理想の型と考えています。

　天中殺の方向と位置　

六つの天中殺には、下図のようにそれぞれ方向と位置がある…と考えているのです。
そして、それぞれの場所には意味があり、天中殺になるとその場所が意味しているものが失われやすくなる
と考えられているのです。(時間と空間が一致していないために起る現象だからです。)
それはその方向や位置が、まるで宇宙に放り出されような状態になるのが天中殺なのだと考えるのです。

　　　　　　　　　　　　　　 　 　　辰巳天中殺　
　　　　　　　　　　      　

●精神的なもの(理屈・理論)で形成される心

　　　　　　　　　　　　　　　　    　●心の世界

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　天上　

 　西　　　　　　　　　　　　　北　

　　申酉天中殺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子丑天中殺　　

　　　　●配偶者・補佐役の場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●父親・目上・上司の場所
　　　　●家庭の安息　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　  ●精神の終わり
　　　　●休息・憩いの場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●人生の先達の場所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●知恵による反骨精神

　

　　　　　　　　　　南　　　　　　　　　　　　　　         　東　

　　　　午未天中殺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寅卯天中殺　　
　　　●子供・部下の場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ●母親・きょうだい
　　　●精神の出発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　友人・恋人の場所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　中央                            　   ●現実的なものの出発
                         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　●行動による前進力

                                                                       戌亥天中殺　　　　　　　　　  ●社会的な行動     　　    
　　　　　　　　　　　　  　●家系の流れ   ●精神と行動の交叉　●現実的行為
　　　　　　　　　　　　　　  　●体験で形成される心  ●自分の心を支えるもの

天中殺の宿命は、それぞれが位置している場所と、その場所の意味するものが失われやすくなるのです。
そうしますと、自分が位置している場所とは正反対の位置の意味するものを本能的に引き入れようとするのです。
例えば、寅卯天中殺の場合ですと東に位置していますが、東の場所が意味している「母親」や「きょうだい」「友人」
などにとかく縁が無くなるわけです。そうしますと、東とは正反対に西が位置する場所の意味に本能的に片寄りがちに
なるのです。西の場所が意味しているものは「配偶者」「補佐役」「家庭」「休息」「憩い」ですから、西の意味して
いるものを自分自身では気がつかなくても、積極的に取り入れようとするのです。
同様に、北に位置している『子丑天中殺』の場合は、南の場所が意味しているものを、そして、西に位置している『申
酉天中殺』は東の場所が意味しているものを、天上に位置している『辰巳天中殺』は中央を、それとは逆に『戌亥天中

殺』の場合ですと天上が意味しているものを……というように、それぞれ本能的に求めて引き入れようとするのです。
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